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高齢者の福祉・介護に関するアンケート調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）について 

資料 5-1 

１ 高齢者の福祉・介護に関するアンケート調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）の概要 

（１）調査目的 

      日常生活圏域ごとの高齢者の生活実態にあった介護(予防)サービスなど、各種福祉サービス

等に関する現状を把握し、これらを分析し、「（仮称）青森市高齢者福祉･介護保険事業計画  

第７期計画（平成３０年度～平成３２年度）」策定に向けた基礎資料とする。 

 

（２）調査の実施時期      

      平成２８年１２月上旬から実施予定 

 

（３）調査対象者         

      ○第１号被保険者（６５歳～）      ８，０００名 

        国の考え方に基づき、要介護１から５の高齢者を除く 

      ○第２号被保険者（４０歳～６４歳）  １，０００名 

 

（４）実施方法 

○郵送配布、郵送回収（年齢階層ごとに市内１１圏域の人口比で抽出） 

     

    ○郵送未回収者に対する訪問調査 

 

（５）高齢者の福祉・介護に関するアンケート調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）の構成 

     ○国が示す調査項目及び市独自の調査項目で構成 

 

（６）調査項目 

○自治体同士の比較を行うため、国において提示される「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」

の調査項目をそのまま活用する。 

○本市の独自調査項目は、高齢者福祉専門分科会の意見を踏まえて決定する。 
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名称 （第 6期）日常生活圏域ニーズ調査 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

目的 � 高齢者の身体機能の状況、閉じこもり、

認知症等のリスク要因や世帯状況など

地域の高齢者の状況を把握した上で、

地域が抱える課題に対応したサービス

や事業の目標設定を行い、計画に位置

づけ、介護保険事業計画策定に活用す

ること 

� 調査で把握されたリスクのある高齢者

に対する介護予防事業への誘導などの

支援を行うこと 

 

 

� 要介護状態になる前の高齢者のリス

クや社会参加状況を把握することで、

地域診断に活用し、地域の抱える課題

を特定すること 

� 新しい介護予防・日常生活支援総合事

業の管理・運営に活用すること 

� 介護保険事業計画における新総合事

業部分の策定に活用すること 

 

調査対象 

 

特に限定なし 要介護１～５以外の高齢者 

調査項目数 96 問 必須項目 33 問 

(見える化システムへの登録、地域診断の活用） 

オプション項目（※）30 問 

 

見える化システ

ムへの登録 

なし あり 

 

２ 国における介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の変更概要について 

※オプション項目：必須項目にオプション項目を加えることにより、さらに詳細に分析可能となるもの  

 地域診断  個別介入 見える化システム 

 地域診断 


